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化学物質の適正管理に関する
研修会報告

（地域リスクコミュニケーション）

200９年 ２月 ２６日

帝人デュポンフイルム（株）

岐阜事業所 安全環境室長（本多）

2

目 次

１．会社の概要

１）帝人株式会社

２）帝人デュポンフイルム（株）

３）同岐阜事業所

２．帝人グループのＣＳＲに対する取組み

３．岐阜事業所のＥＳＨ方針と活動

４．環境創出協定の締結と実績レビュー

５．岐阜事業所の環境側面

６．岐阜事業所の防災側面

７．岐阜事業所の社会貢献状況

８．’0８年１１月 岐阜事業所のリスクｺﾐｭｹｰｼｮﾝ開催状
況

会社の概要

4

帝人ファイバー㈱
〈ポリエステル繊維事業〉

スタッフ機能会社

人事、経理、財務、
ロジスティックス

帝人テクノプロダクツ㈱
〈高機能繊維事業〉

ＮＩ帝人商事㈱
〈製品･流通事業〉

帝人フィルム㈱
〈フィルム事業〉

帝人化成㈱
〈樹脂事業〉

帝人ファーマ㈱
〈医薬医療事業〉

帝人エンジニアリング㈱
〈機械・エンジニアリング事業〉

インフォコム㈱
〈ＩＴ事業〉

事業グループ
持株会社
帝人㈱

米州統括会社

帝人ﾃﾞｭﾎﾟﾝﾌｨﾙﾑ㈱帝人ﾃﾞｭﾎﾟﾝﾌｨﾙﾑ㈱

デュポン㈱

帝人グループの構成

総計：19,125名

（08年3月現在）

欧州統括会社

50
% 50

%
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�創 立 2000年1月1日

�資本金 100億1千万円

�株 主 帝人フィルム株式会社（帝人㈱の100%子会社）：50.1%

デュポン株式会社：49.9%

�社 長 代表取締役 戸田 敬二

�従業員 約750名

�事業内容 ポリエステルフィルムの製造、加工、販売

事業所 東京本社、大阪支店 、岐阜事業所・開発センター、

宇都宮事業所、茨城事業所

帝人デュポンフィルム㈱の概要
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帝人デュポンフィルムのグローバル展開

サークルビル, OH

フローレンス, SC
広東省 佛山

オランダ
ルクセンブルグ

リッチモンド, VA
ホープウェル, VA

岐阜
宇都宮
茨城

スコットランドダンフリーズ

インドネシア

英国ウィルトン

フィルム工場 研究所

浙江省 寧波
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東京
大阪

岐阜事業所
(生産・開発）

帝人ﾌｧｲﾊﾞｰ(株)
松山事業所(原料)

松山

帝人デュポンフイルム国内事業所配置図

東京本社

大阪支社

宇都宮事業所（生
産）

茨城事業所（生
産）
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� 操業開始： 1971年8月

� 生産品目：

�PETフィルム： 「テイジンテトロンフィルム」

�PENフィルム： 「テオネックスフィルム」

� 敷地： 108,700m2

� 生産能力： 公称2,300トン/月

� 生産設備：

�製膜設備 ： ７系列

�スリット設備： 16台

TDFJ岐阜事業所の概要(生産工場）
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� 操業 ２００３年４月１日 神奈川県相模原市から移転

� 敷地: 36,725 m2

� パイロット製膜機 : 1 系列
目的・用途：R&D と新規開発品のpre-marketing

� 分析機器
主な分析機器数 : 40
表面形状、 モルフォロジー、光学的分析、

熱的分析、表面分析 etc.

TDFJ R & Dセンター概況
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帝人ﾌァｰﾏ（株）在宅医療技術ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ（03年10月分社化）

在宅医療事業 在宅医療技術サービスセンター

操業開始 1989年7月

事業内容 酸素濃縮器の整備・配送・技術サービス

その他グループ会社

帝人（株）長谷川研究室 （研究開発）

フィルム加工(株) 岐阜製造所 （フィルム加工）

帝人ｸﾘｴｲﾃﾌﾞｽﾀｯﾌ（株）岐阜事務室 （総務、人事、購買）

帝人ｴﾝﾃｯｸ(株) 岐阜施設ｾﾝﾀｰ （ﾎﾞｲﾗｰ・発電運転）

帝人物流(株) 岐阜営業所 （フィルム物流）

岐阜興産(株) （製造補助）

協力企業９社

岐阜事業所内の帝人G会社概要
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岐阜事業所全景岐阜事業所全景
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Slitting
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Chip storage
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巻取工程

ｽﾘｯﾄ工程
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【 岐阜事業所 マネジメントシステム運営方針 】

１．事業活動を通じ、品質、環境、労働安全衛生活動の維持向上に努めます。

２．活動に関わる次の項目を重点課題として取り組みます。
（1） 要求される品質の製品をタイムリーに提供し、顧客の満足を得るように努めます。
（2） 環境汚染の予防に努めると共に、可能な限りの省資源、省エネルギー及び

廃棄物発生量の削減とリサイクル化を行い、環境影響負荷の低減を図ります。
（3） 労働安全衛生の危険源を特定し、リスク評価結果に基づき、労働安全衛生リスク

の低減を図ります。

３．目的・目標を設定し、定期的及び必要に応じて、評価、見直しを行い、管理活動の
継続的改善に努めます。

４．関連の法律、規制、協定その他の要求事項を遵守します。

５．従業員･構成員への教育・啓蒙を行い、職場での管理活動を通じ、品質意識の向上、
地域社会への貢献、従業員とのコミュニケーションの向上に努めます。

ISOISO認証取得事業所認証取得事業所

(ISO(ISO--9001, 14001)9001, 14001)

帝人グループの
ＣＳＲに対する取組み

ＣＳＲ＝社会的責任
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企業理念企業理念

Quality of LifeQuality of Life 社会と共に成長します。社員と共に成長します。社会と共に成長します。社員と共に成長します。
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企業統治企業統治

社会的責任社会的責任

・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ（遵法）・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ（遵法）

・環境、安全、衛生、防災・環境、安全、衛生、防災

��企業理念企業理念

��ブランドステートメントブランドステートメント

持続的な価値の増大
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帝人グループ“環境経営”の3本柱

バイオプラスティック、
水処理事業などの
新事業創出を推進

１．環境保全
日常の事業プロセスにおいて環境負荷を低減させる活動

２．環境配慮設計
環境負荷低減を製品やプロセス設計に反映させる活動

３．環境ビジネス
環境改善への貢献自体を目的とするビジネス

2020年までの長期目標設定

CO2排出量（国内）20％以上削減

帝人グループ
環境配慮設計ガイドラインの

制定と定着

� 地域の皆さんとの「環境コミュニケーション」
� ｸﾞﾙｰﾌﾟ社員への「環境教育」
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帝人ｸﾞﾙｰﾌﾟ 自主エコ 「認定」製品一覧表（抜粋）

PET樹脂(重金属フリー) ボトル用(Sb⇒Ge) ○

PC樹脂(ケミカルリサイクル) シート廃材利用 ○

PC樹脂(マテリアルリサイクル)
PC-COM（ヘッドランプレンズ、ノートPC、LBP及び複写機の
光学箱製造）

○

PC樹脂成形板 N700系新幹線窓板（ガラス代替、熱線吸収、UV吸収） ○

非ハロゲン系難燃PC
（Br,P系→塩系難燃剤）

PC-COM(電磁波ｼｰﾙﾄﾞ用；ﾉｰﾄPC, 液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ, ﾃﾞｼﾞｶﾒ／
SONY共同開発；ｹﾞｰﾑ機, ﾘｱﾌﾟﾛTV光学部品)

○

エコペットプラス® ケミカルリサイクル ○

ピュリティー® 重金属フリー(ＨＭＦ) ○

エコペット® 原着 土木用資材(ﾎﾞﾄﾙﾕﾆｯﾄ,ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ･ｴｺｸﾞﾘｰﾝ) ○

エルク® 繊維クッション材（ポリエステル１００％） ○

エコペット® SF ユニフォーム、日用品（水切り袋、ワイパー）など ○

テクノーラ® 耐震補強シート(軽量化・取扱い性向上) ○

テクノーラ® 盛土補強アデム(ライフサイクル延長) ○

テクノーラ® 自動車用ブレーキ(石綿代替) ○

テクノーラ® 自動車用ベルト補強(軽量化・減容化) ○

コーネックス® パッキン(石綿代替) ○

ＴＤＦＪ TULC®缶用PETフィルム 塗装代替(塗装・洗浄・乾燥工程の省略) ○

ハイサンソ®２Ｕ 省エネ型 酸素濃縮機(質量ﾊﾞﾗﾝｽ、消費電力、軽量化) ○

オートセットＣ 軽量型 自動圧調整CPAP装置 ○

耐炎繊維(パイロメックス®) 航空機ブレーキ用途(軽量化、高性能化) ○

炭素繊維(テナックス®) 風力発電、航空機、圧力容器用途(軽量化、高性能化) ○

TCL

TPM

TFJ

TTJ

TTP

審査
結果

社 名 用 途／特 徴名 称

(20 製品(群))
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「先端技術産業のパートナーとして、革新的・創造的な技術と商品の開発を通「先端技術産業のパートナーとして、革新的・創造的な技術と商品の開発を通
じ、お客様の多様なニーズと期待に応えます。」じ、お客様の多様なニーズと期待に応えます。」

ブランドステートメント
‘ Innovation for Growth ‘Innovation for Growth ‘ （成長を目指した革新）（成長を目指した革新）

コアバリュー：行動規範

•• 私たちは私たちは すべての企業活動において、すべての企業活動において、

–– 環境・安全・健康環境・安全・健康に配慮します。に配慮します。ESHESH
–– 最高の品質最高の品質を提供します。を提供します。QualityQuality
–– 企業倫理企業倫理を遵守します。を遵守します。EthicsEthics
–– 社員社員を個人として尊重します。を個人として尊重します。PeoplPeoplee

ミッション：企業理念

帝人デュポンフィルム㈱のＣＳＲへの取組み
岐阜事業所の
ＥＳＨ方針と活動

Ｅ

Ｓ

Ｈ

Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ （地球環境保全）

Ｓａｆｅｔｙ （安全・防災）

Ｈｅａｌｔｈ （健康・衛生）

Ｅ

Ｓ

Ｈ

Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ （地球環境保全）

Ｓａｆｅｔｙ （安全・防災）
ＥＥ

ＳＳ

ＨＨ

Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ （地球環境保全）

Ｓａｆｅｔｙ （安全・防災）

Ｈｅａｌｔｈ （健康・衛生）

21

200８年度事業所方針

２．目標

�４つのゼロの必達を目標に、安全で安心な職場を確立し
よう

・環境事故＝０ ・爆発火災＝０

・休業災害＝０ ・人身交通事故＝０

�リスクマネジメントレベルの向上を進め、地域社会の信頼
を高めよう

１．スローガン

ひとり一人が事業変化に果敢に臨み、

チャレンジスピリッツで大きな変革を成し遂げよう
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１．環境 ： ＥＭＳのｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝの展開（3ケ月毎に進捗ﾁｪｯｸ）

２．安全 ： ＥＳＨ推進委員会議の開催（1回/月）

ＯＨＳＡＳのｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝの展開（3ケ月毎に進捗ﾁｪｯｸ）

事業所長の安全巡視（1回/月）

３．衛生 ： 定期健康診断/特殊検診/生活習慣病検診

メタボリックシンドロームの予防支援(’08/8月～）

産業医の過重労働面談、臨床心理士相談

ＡＥＤの設置(５台）と普通救命講習会（9月）

４．監査 ： 帝人グループＥＳＨ監査（6月、12月）

グローバルＥＳＨ大会（1回/年）

ＩＳＯ規格（品質/環境/安全衛生）の外部審査

ＩＳＯ規格の内部監査実施（2回/年）

ＩＳＯ規格のマネジメントレビュー（１回/年）

事業所でのＥＳＨ活動状況

環境創出協定の更新と
実績レビュー
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西濃地域では、最初に協定を締結・・・2005年3月

＜3年毎更新＞ 2008年3月更新

岐阜県と安八町と事業所の３者が、豊かで快適な環境
を創出するために、事業者の立場から、自主的に改善活
動を進めていくことに関して、交わした約束

環境創出協定の更新
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環境創出活動報告書環境創出活動報告書
環境創出協定第環境創出協定第2020条に基づく達成状況の評価（平成条に基づく達成状況の評価（平成2020年年55月作成）月作成）

環境創出協定の200７年度実績評価（抜粋）

注：法令で規制基準が適用され
ない項目に関しては「－」を記
入する

法令に
基づく
規制基準

維持管理
目標値

将 来 目 標値
(目標年：平
成20年)

平 成 18,19 年
度実績

維持管理目標に
対する自己評価

大気
汚染

硫黄酸化物
(Sox：K値)
ｺ･ｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ
ﾎﾞｲﾗｰ

１１．５
１１．５

１．０以下
７．０以下

１．０以下
７．０以下

Max:０．３
Max:３．４

○

窒素酸化物
(Nox：ppm)
ｺ･ｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ
ﾎﾞｲﾗｰ ２Ｂ
ﾎﾞｲﾗｰ３,４Ｂ

７０
２５０
１８０

６０
２３０
１７０

６０
２００
１７０

Max: ４４
Max:２００
Max:１７０

○

ばいじん
(G/Nm3)
ｺ･ｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ
ﾎﾞｲﾗｰ ０．０５

０．３０
０．０１
０．２０

０．０１
０．１５

Max:０．０１
Max:０．１

○
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注：法令で規制基準が適用されない項
目に関しては「－」を記入する

法令に
基づく
規制基準

維持管理
目標値

将来目標値
(平成20年)

平成１８,1９
年度実績

維持管理目標に
対する自己評価

水質汚濁 水素ｲｵﾝ濃度
(ＰＨ)

5.8～8.6 6.0～8.2 6.0～8.2 7.0～7.7
（昨年7.1～7.9)

○

生物化学的酸素要求
量(BOD:mg/l) ３０ ２２ ２０ Ave: ９．３

（昨年７．３）
△

（07/1月貯槽底部）

浮游物質
(SS:mg/l)

６０ １３．０ １１．０ Ave: １未満
（昨年１未満）

○

ﾌ ｪ ﾉ ｰ ﾙ 類含有量
(mg/l)

０．５ ０．２ ０．１ Ave: ０．１未満
(昨年０．１未満）

○

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質
含有量(鉱油類)
(mg/l)

５．０ ３．０ ２．０ Ave: １未満
（昨年１未満）

○

化学的酸素要求量の
負荷量(COD:kg/日) ２２７ ５０ ４０ Ave: １３．９

(昨年１３．８）
○

全窒素含有量の負荷
量(T-N:kg/日) ２５７ ２０ １５ Ave: ５．０

(昨年５．２）
○

全ﾘﾝ含有量の負荷
量(T-P:kg/日) ３３ ３．０ ２．０ Ave: ０．９

(昨年１，１）
○

岐阜事業所の
環境側面
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＜エネルギー＞
・重油
・受電力
・深井戸水

①大気排出物：Sox、NOx、ばいじん
②水域排出物：COD、窒素、リン
③土壌排出物：なし
④化学物質：ﾋﾄﾞﾗｼﾞﾝ、フロン等
⑤産業排出物：
廃プラ類、廃液、廃TEG、廃油、
埋め立て処理品

＜原料＞
・ポリエステル原料
・工程使用部材 製品製膜工程

原料 発生品

自社工程内リサイクルの推進

環 境 負 荷

工程内で発生した不要ﾌｲﾙﾑ
：表面欠点品、在庫処分品

Input Output
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大気排出物
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ＳＯｘ（硫黄酸化物）排出実績・・・ぜん息など、人の気道部に影響

Ｎm3／時

公害防止協定排出濃度基
準値＝３２．１Ｎm3/Ｈ
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環境創出協定Ｋ値基準値＝１．０

（煙突高さによる拡散効果を相対的に評価
した数字）

年度 年度

重油の使用量：１２０ＫＬ/日（１８Ｌ灯油缶６,７００缶分）・・・自家発電フル運転時

大気汚染物削減のため、省エネルギーを推進：２ＫＬ/日（１８Ｌ灯油缶１１０缶分）

測定頻度：連続、及び
抜取り（１回/２月）
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環境創出協定基準値＝６０ｐｐｍ

ｐｐｍ

年度

ＮＯｘ排出実績・・・光化学スモッグの原因物

自家発電（ガスタービン）設備は、大気汚染予防法の法的基準値を
下回る排出状態で、運転を行なっている

測定頻度：連続、及び
抜取り（１回/２月）
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31
年度

ばいじん排出量・・・人の気管部に影響

測定頻度：１回/２月
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'98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07
'08
/9

測定頻度：１回/２月

環境創出協定ばいじん
基準値＝0.01g/Nm3

Ｇ/Nm3

32

水域排出物

基準値
('08/3月更新）

自主基準
'０７年平均値
('06年） 点検監視の状況

水素イオン濃度
(PH）

５．８～８．６６．０～８．２
7.０～７．７

（７．１～７．９）

工程排水槽の点
検と中和処理外
部分析先に委託
（1回/月）

浮遊物質量 １１mg/Ｌ １０mg/Ｌ
１未満
（１未満）

外部分析先に委託
（1回/月）

フェノール類含有量
０．５mg/Ｌ ０．２mg/Ｌ

0.1未満mg/Ｌ
（0.1未満）

外部分析先に委託
（1回/月）

生物化学物質酸素要求量
（BOD値）

３０mg/Ｌ ２０ｍｇ/Ｌ
９．３ｍｇ/Ｌ
（７．３）

外部分析先に委託
(1回/月）

ﾉﾙﾏﾍｷｻﾝ抽出物質含有
(油分）

日平均５mg/Ｌ ３mg/Ｌ
1未満mg/Ｌ
(1未満）

外部分析先に委託
（1回/月）

化学的物質酸素要求量
（COD値）

２２７kg/日 ４０kg/日
１３．９kg/日
（１３．８）

自動分析計設置と
外部分析先にも委
託
(1回/月）

窒素含有量
（Ｎ）

２５７Kg/日 １５Kg/日 ５kg/日
（５．２）

自動分析計設置外
部分析先に委託
（1回/月）

燐含有量
（Ｐ） ３３Kg/日 ３Kg/日

０．９kg/日
（１．１）

自動分析計設置外
部分析先に委託
（1回/月）

環
境
創
出
協
定
の
基
準
値

伊
勢
湾
総
量
規
制
値

33

工程排水処理設備（１／２）

排水分析室には、連続自動ＣＯＤ測
定計と連続自動全窒素･燐測定器を
設置し、常時監視を行なっています。

工程排水槽の容量は３５０㎥。
異常時排水が河川へ流出しないようにす
るため、予防として、直ぐに排水をクローズ
できるようにした。（ ’07年12月）を実施
した。

34

工程排水処理設備（２／２）

工程排水異常時に備え、工程排水槽の貯水量を向上させるため
排水槽を嵩上げした。
また、これに伴い、新たに排水汚濁検出器を設置（‘０７/１２月）した。

増設した
壁面

油分分析計 排水の汚濁検出器

35

小型焼却炉は、０１年１０月に廃止。‘０７年７月に撤去完了。

撤去時に土壌汚染（ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類）
されていないか事前アセスメント
（分析）した結果、汚染されていない
ことを確認した。

36

Ｎ

騒音の管理状況

東３

東４

東２

東１西１

西２

西３

北１

南１

南２ 南３ 南４

北２

'07年と’08年平均値

0.0

20.0

40.0

60.0
北１

北２
東１

東２

東３

東４
南４南３

南２

南１

西１

西２
西３

平均値

東３部は‘０５/７月
に防音壁を設置した
が、その後機器の増
設に伴い、防音壁を
さらに強化した。
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Ｎ

振動２

振動１

北

振動３

振動４

振動５

振動６

•岐阜県環境創出協定の振動特定施設で、ユーティ
リティ用に高圧空気圧縮機（７基：130～360KW）が
あり、夜間振動基準は６０ｄＢ。

•現状、特定施設は建屋内に設置されており、振動
値も基準値以下である。

•自社の測定頻度基準で、環境変化のある時期に実
施。今回の生産ＫＰ－７Ｎ稼動で‘０７年に負荷運転
後に測定して、協定基準内でした。

振動の管理状況

夜間振動測定
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夜間環境創
出協定値

38

化学物質

•特別化学物質の環境への排出量の把握及び管理の改善の促進に関する
法律（ＰＲＴＲ法）に沿って、該当物質を管理

化学物質名 用途
法的届出
基準量

（Kg／年）

’０４年
使用量

’０５年
使用量

’０６年
使用量

’０７年
使用量

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｰ1-ﾌﾙｵﾛｴﾀﾝ 機械部品洗浄 1060 160 42 0

ヒドラジン ﾎﾞｲﾗｰ清罐剤 791 900 467 860

ノニフェノール 製品 741 0.2 0 0

ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ ﾌｨﾙﾑ表面の活性剤 － 399 479 755

石綿 断熱材 500 478 218 440 270

フロン－１１ 冷凍機の冷媒体 1000 200 200 200 200

1000

39

産業廃棄物
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リサイクル量

最終埋立処分量

所外焼却量

所内焼却量

•廃棄物の分別活動とリサイクル化を進めて、‘０３年より「ゼロエミション」を達成。

•‘０７年の廃棄物全体量は８７４Ｔ/年。非有効資源は１．３Ｔ/年。

（ton／年）

非有効資源量/有効資源量＜1%

⇒ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝ達成中！

有効資源

建設工事産廃
開発ｾﾝﾀｰの
産廃増加

廃プラ類
の売却

非有効資源

40

産廃の許可書確認

処理先の監査状況（処理場許可書等毎年現地確認）

石綿の埋立処理確認

岐阜事業所の
防災側面

総合防災訓練の事例(1/4)

大垣市消防組合主催の第３０回事業所別、初期消火競技大会（’0８/11
月）に２ﾁｰﾑが参加。 屋内消火栓の部では、優勝、準優勝に輝いた

屋内消火栓実技の様子

屋内消火栓演技参加の皆さん
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43

消火器による実射訓練（‘08/10 参加者３３名）実施
指導：大垣消防組合中消防署東分署

総合防災訓練の事例(2/4)

44

総合防災訓練の事例(3/4)
総合防災（ｸﾘｰﾝ）訓練を，‘０８／５月に実施
（想定：地震発生、その後火災発生した。また事業所長不在とした）

本部を設置内の様子

火災発生後の消火活動

地震後の避難の様子

45

総合防災訓練の事例(4/4)

事業所内の自衛消防隊の技能レベル向上
の為‘07年10月「初期消火競技大会」を
実施。
この大会には、大垣消防組合中消防署東
分署長（中川さん）にも出席頂き、指導を
願いした。

徒手訓練 屋外消火栓放水訓練

岐阜事業所の
社会貢献状況

47

企業の役割とは、事業を通じて社会に貢献するだけではなく、社会の一員である
ことを社員一人ひとりが自覚し、地域の人々との関わりの中から、豊かな信頼関
係を築いて行くことであると考えています。

そうした考え方のもとに、地域社会の一員として、社員自らが積極的・継続的に
行動しています。

②災害発生時に被災者支援施設の１つとし
て、安八町とエアローシェルターの提供協定
締結。（08/4月）

①「歳末助け合い募金」の集約金を安八町
内の心身障害児通園施設「あすなろの園
へ（08/1月）

48

③ＡＳＥＡＮ６カ国（ブルネイ、インドネシ
ア、マレーシア、ミャンマー、シンガポール、
タイ）の各国大使･外交官が来場
（‘08/6/6)。

④６月１０日にルクセンブルグの駐日
大使・外交官が来場(‘08/6/10）
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49

⑤事業所の境界クレーン清掃は、毎年

春・秋２回実施。 （‘08/10/20）

⑥第８６回全国高校サッカー選手権大会
岐阜県大会で優勝を飾った岐阜工業高
等学校に、スポンサー企業として当社か
ら公式サッカーボールを贈呈いたしまし
た。(‘07/12/５)

50

⑦帝人夏祭りの開催：安八町内の住民をはじめとして、
多数の参加を頂き、ありがとうございました。

安八町野球場で毎年開催。（08/8月：約７千人）

’0８年１１月 岐阜事業所の
リスクｺﾐｭｹｰｼｮﾝ開催状況

52

当日のリスクコミュニケーションのスケジュール

11:00～11:10 オリエンテーション 避難通路、 参加者紹介等

11:10～11:20 紹介ビデオ

11:20～12:00 事業所リスコミ説明 本題

12:00～12:40 昼食 帝人ｸﾞﾙｰﾌﾟ紹介、ビデオ

12:40～13:20 見学 ８名/組 ２組/班 ３班構成

１班クリーン内、残２班は動力、開発ｾﾝﾀｰ地区

13:20～13:30 質疑応答

説明会場：講堂

昼食会場：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾌﾟﾗｻﾞ

控え室：第２応接、第３・４会議室

お断り

本日の説明会に新聞社の方が取材に来られていま
すが、取材のご了承をお願いします。

（不都合な事が有れば申し出てください）

クリーン内見学希望者が多数居られましたが、着替え
のロッカー数の制約で、たいへん申し訳ありませんが、
地区の皆様を優先させていただきました。

53

弊社スタッフ：２３名
所 属 氏 名 役 割

事業所長 岩渕 幸弘 説明者

開発センター長 能美 慶弘 工場案内

帝人ﾌｧｰﾏ（株）在宅医療技術ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ長 重森 和彦 工場案内

帝人(株)広報・IR室 小松 邦晃 スタッフ（広報）

事業所スタッフ 本多 清 他１８名 スタッフ（全般）

近隣自治会(８地区) １４名 行政機関（西濃振興
局）

１名

行政機関（安八町） ９名 行政機関（県庁） 1名

漁協・商工会 ２名 民間企業(３社) ４名

学校関係者(保育園～高校) ５名 マスコミ（２社） ２名

ご招待者：３８名

54

当日お届けしていますｺｰﾋｰ缶飲料には、当社フィルムが下記のように使用されています。

※ 「TULC®」 (タルク缶 )は、東洋製罐 (株 )が「地球に優しい缶」をコンセプトに開発した先進容器です。
帝人デュポンフィルム㈱ではこのTULC®用にテイジン®テトロン®フィルム（ＰＥＴフィルム）を共同開発し、
製造・販売しています。

TULC®※向け金属ラミネート用フィルム

•飲料缶内面の防錆塗装および外面の白色塗装を、
•３次元成形加工可能なポリエステルフィルムで代替。
•ポリエステルフィルムをラミネートした鋼板を一体成形することで、製缶
時の産業廃棄物・CO₂の大幅な削減

•が可能となりました。
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55

ﾎ ｲﾗｰ室

重油ﾀﾝｸ

駐車場

正門

ﾃﾆｽｺｰﾄ

受
電
所

事務所

協
力

会
事
務
所

安八
神社

洪水調整池

ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝ
ﾌﾟﾗｻﾞ

南ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

駐
車

場

現場見学ルート

説明場所

開発ｾﾝﾀｰ：
ﾛﾋﾞｰで商品説明、実験
室にて物性説明

ｴｼｷﾞ：
工程排水槽、自家発設
備・・

ｸﾘｰﾝ内：
生産工程

昼食会場

56

説明会の風景

57

見学の風景

58

ﾏｽｺﾐｲﾝﾀﾋﾞｭｰの風景

59

ﾏｽｺﾐ記事

中
日
新
聞
11/

18

60

第3回ﾘｽｺﾐ参加者アンケート結果その２

地域ﾘｽｺﾐは今後も必要？
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弊社は総合的に見て社会的責任をはたしているか？
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説明時間の長さ？
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第3回ﾘｽｺﾐ参加者アンケート結果その３

説明内容は解り易かった？
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見学は興味深いものでしたか？
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62

第3回ﾘｽｺﾐ参加者アンケート結果その４

ご意見
・見学時における説明は理解しやすく参加させて頂き良かった
・貴社の益々の発展を期待いたします。
・地域住民の意見は充分聞き入れ事業に専念願いたいと思います。
・本日はありがとうございました。今後とも宜しくお願い致します。
・非常によく管理された工場で品質を保つことに努力されていることがよくわかった。
又、職員の方が安全に注意されていることもよくわかりました。小学校の児童などに
出前の講座など（化学関係？）も企画願うと子供が興味を示すと思います。
・安八町に住んでいまして初めて工場へ寄せて頂き大変勉強になりました。ありがとうございました。
・安全に関することに充分配慮されている様子で今後もそのように実施して欲しい。
・初めての参加でしたが大変良かったです。今回はＡｺｰｽでしたが、機会があれば別のｺｰｽも見てみたいです。
・環境対策については万全であると感じました。また、緑化及び場内の整理整頓がされており良い雰囲気で満足した。
・充分安心
・私は出身が岐阜県ではなく失礼ではありますが、大垣工業高校で３年生の担任を持って初めて知りました。
地域の保護者の方がどうしても地域の企業で帝人デュポンフィルムさんで間違いないと申し出がありました。
地域の保護者の方々に安心、信頼のある企業であるという事が本日の説明においても大変よく理解できました。
本日はありがとうございました。
・ISO取得会社です。大変結構でした。
・地域代表者と企業との連帯と意識の高揚にもつながり大変良かったと思いました。
今後もこのような場を作って頂きたいと思います。
・地域住民への説明として大変良かったと思います。

63

ご清聴ありがとうございました。
岐阜事業所は、地域の皆様の信頼
を勝ち得ながら、皆様と共に、成長
し続けます。

http：//www.teijindupotfilms.jp/
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－ゼロエミとは－

工場

有価売却
産業廃棄物

リユース

焼却・埋立

サーマル
リサイクル

屑（廃プラ）

容器・包装（廃プラ）

灰・汚泥・廃油

紙類

ケミカル
リサイクル

マテリアル
リサイクル

＜廃棄物の種類と最終処理の形態＞

ゼロエミッションとは

非有効活用廃棄物

産業廃棄物 産業廃棄物の量

非有効活用廃棄物の量
≦
１％

＜屑置場における分別＞＜分別ＢＯＸの事例＞

2004年度達成トワロン Ａｒｎｈem

2008年 3月達成帝人化成上海

1998年度以前トワロン Emmen

備考事業所・工場

2004年度達成トワロン Ａｒｎｈem

2008年 3月達成帝人化成上海

1998年度以前トワロン Emmen

備考事業所・工場

２００７年３月達成東邦テナックス揖斐川

２００５年９月達成広島プラスチック

２００４年９月達成岩国

２００７年１月達成松山

２００７年３月達成ＴＤＦＪ茨城

２００５年１０月達成三原

２００８年 3月達成東邦三島

２００６年７月達成東京研究センター

２００４年度 達成ＴＤＦＪ宇都宮

２００３年度 達成ＴＤＦＪ岐阜

２００３年４月達成ＴＦＪ徳山

備考事業所・工場

２００７年３月達成東邦テナックス揖斐川

２００５年９月達成広島プラスチック

２００４年９月達成岩国

２００７年１月達成松山

２００７年３月達成ＴＤＦＪ茨城

２００５年１０月達成三原

２００８年 3月達成東邦三島

２００６年７月達成東京研究センター

２００４年度 達成ＴＤＦＪ宇都宮

２００３年度 達成ＴＤＦＪ岐阜

２００３年４月達成ＴＦＪ徳山

備考事業所・工場

＜ゼロエミ達成事業所・工場＞
（2008年４月現在）


